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びわこ文化公園内マップ
N

草津サービスエリアからの接続性も重要視する。
自家用車利用者はそのまま公園内に乗り入れを
可能とし、サービスエリア利用客は専用のスロー
モビリティに乗り換え、公園へ誘導する。

“Car” musement Park
～モビリティに乗ったまま周れる公園～

立命館大学
山脇 慎平　濱田 千織　青山 柊　志野 有　田川 龍

計画コンセプト 現在の琵琶湖文化公園について
本計画案は，地元としてのびわこ文化公園の開発目標や方向性，具体的方策について定めたものです。公園の緑豊か
で地元に寄り添ったコンセプトを維持しつつ，モビリティに着目し，車利用者の訪問促進につながるような新たな公
園となることを目指します．また，利用者を増やしつつ，近隣の住民がこれからも住み続けたいと思える安らぎ，ぬ
くもりを感じられる交流の場となることを目指します。

・駅からのアクセス悪く、バスの本数も少ない。土日は，通勤時
間帯しかバスが運行しておらず、日中、公園へ行くのが難しい
状況。また、すべて瀬田駅と滋賀医大を結ぶバスであり、沿線
以外の住人は来訪しにくい。
・よく利用する人の多くは車で来訪されているが、駐車場の空き
が多い。月１回以下の利用が約６割、いったことがない人が約
２割占めており，び文公園を知っている人があまり多くはない
と思われる。
・公園内がとても広いため、用事のある場所に行きそのまま帰宅
してしまう人が多い。広場、日本庭園、図書館、美術館など様々
な施設や風景が公園内に広がっているにも関わらず、全体的な
回遊性が生まれていない。

自分たちの考える将来の公園像

車に乗ったまま楽しめる公園内のアクティビティ

「びわこ文化公園都市について」アンケート調査結果より
https://www.pref.shiga.lg.jp/file/attachment/11770.pdf

○モビリティで完結するまち
　人々が一部の都市に集中するのではな
く、地方にまで分散する社会。モビリティ
に依存するが、他地域からの来訪機会が増
え、多様性が生まれる。また、まちの伝統
文化が守られやすく、文化や産業のバラエ
ティ性が維持されるサステナブルな社会。

△多様な交通網の発達したまち
　都心集中とモビテリティの集団所有が進
むことで滋賀県を含む地方都市と交通網の
多様化している都心部とで交通格差がさら
に広がる。また、大都市依存と大都市への
機能集中が進むことで滋賀県の魅力が相対
的に低下し、持続可能なまちづくりが困難
になる恐れがある。

ダイアグラム 

カフェ カフェ公園

公園内には様々なアクティビティが存在するが、公園全体
を回遊するには広い敷地であるため、目的の場所で用が済
めば他のアクティビティには寄ることはない。

公園内を新たなモビリティで遊覧することで、広い敷地内を容易に回
ることができ、複数の施設に立ち寄るきっかけが生まれる。また、モ
ビリティを利用したまま様々なアクティビティを行うことができる。

特に公園内に徒歩移動がメインであり、
他のアクティビティの存在すら知らな
いままである

本を借りたいなぁ 公園で遊びたい！

Mac で映画見よかな 展覧会行きたい！

図書館にも行こう

お茶でもどう？公園で休憩しよ！

もう疲れた

帰らなきゃ！

腹減り～

美術館にも寄ってみない？

図書館

モビリティの変遷

世帯別自動車保有率は多いものの、
維持費や管理の面もあり、若年層
の保有率は低い。公共交通機関に
頼らざるを得ない状況が数多く存
在する。

AI の普及、5G、自動運転などの
技術が向上し、モビリティの普及
率上がる。自動車だけでなく、電
動バイクなどの、パーソナルモビ
リティの普及が始まる。若年層で
も気軽に入手できるようになる。

モビリティの技術がさらに向上し、
種類も増加する。一人一台何かしらの
モビリティを所有することが当たり前
になる。人の移動手段だけでなく、サー
ビスそのものが移動するなど、多様な
機能が付随するようになる。

～ 2021 年～

現在

モビリティ保有率 モビリティ保有率 モビリティ保有率

未来 もっと未来

～ 2070 年～ ～ 2100 年～

個人所有：一人一台モビリティ所有、自由に移動できる

集団所有：公共交通機関へ依存、シェアリングの発達

社会性軸：人口が減少しく中、　　人々はどこに集まるのか　

モビリティで完結するまち渋滞の多発するまち
都心集中×個人所有 地方分散×個人所有

都心集中×集団所有 地方分散×集団所有

都心部へ集まる人々の移動手段は個人が
所有するモビリティが多数を占める。
都心部は駐車場が増加して低密度化し、
まちの個性が失われ、魅力は低下する。

人々の移動手段は個人が所有するモビリティ
に依存する。地方都市のリモート拠点、衛星
都市化が進む。移動が自由なので、多方面か
ら人が訪れることができる。まちの個性が溢
れ、魅力が向上する

移動手段は公共交通機関やシェアモビリティ
に依存し、アクセスが不便になる。無為なス
プロール化 が加速する。格差が大きくなり、
福利厚生が追いつかないなどの問題が出現す
る。地方の魅力が下降し、来訪者は減少する。

公共交通網が発達し、様々な交通手段へ
スムーズな乗り換え ができる。歩く街
への転換が進み、環境へ負荷が低減され
る。シェア経済が普及し、選択肢が増え
て多様なライフスタイルが存在する。

公共交通機関に依存するまち多様な交通網の発達したまち
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❶ドライブピクニック　　モビリティ×ピクニック

❷ドライブックスルー　　モビリティ×図書館 (読書 )

❸観覧自動車　　モビリティ×観覧車

お気に入りの場所を探してピクニックができる。モビリティに乗ったままでも
良し、降りて外の空気も楽しむも良し。自分の空間を作り上げよう。

❹道の駅パーキング　モビリティ×道の駅 (休憩所、温泉 )

旅の疲れを公園内の休憩所で癒す。草津ＳＡとの連携も兼ねて、温泉や休憩所
などのスペースを公園内に配置する。

ドライブスルーで本を借りて、公園内の自然に囲まれた空間で読書ができる。
事前予約システムを使って、スムーズに図書館を利用しよう。

❺カーイルミネーション　　モビリティ×イルミネーション

公園内イルミネーションをゆっくりドライブしながら見てまわる。
歩く時とはまた違うスピード感を楽しもう。

いつも乗っているモビリティがいつの間にか観覧車に！？
観覧車からは、南草津の街と琵琶湖が一望できる絶景が待っている！

❻ドライブシアター　　モビリティ×ライブ (シアター )

乗り馴れた自動車の中で、音楽ライブや映画を楽しむことができる。
広大な場所の中でも自分たちだけの空間を創りながら楽しめる。


